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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成20年2月28日(2008.2.28)

【公開番号】特開2002-229228(P2002-229228A)
【公開日】平成14年8月14日(2002.8.14)
【出願番号】特願2001-22050(P2001-22050)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   5/05     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   5/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   5/05    １０４Ｂ
   Ｇ０３Ｇ   5/06    ３４０　
   Ｇ０３Ｇ   5/06    ３７１　

【手続補正書】
【提出日】平成20年1月10日(2008.1.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　導電性支持体及び該導電性支持体上に形成された感光層を有する電子
写真感光体において、該感光層が下記一般式（１）で表されるレゾルシナレーン化合物を
含有することを特徴とする電子写真感光体。
一般式（１）
　　【化１】

（一般式（１）中、Ｒ１は水素原子、置換基を有してもよいアルキル基または置換基を有
してもよいアリール基を示し、Ｒ２は水素原子、置換基を有してもよいアルキル基、置換
基を有してもよいアリール基またはＡｒ－Ｎ＝Ｎ－基を示す（Ａｒは置換基を有してもよ
い芳香族炭化水素環基、置換基を有してもよい複素環基、複数の芳香族炭化水素環が結合
した基または複数の複素環が結合した基を示す。）。）
　　【請求項２】　前記レゾルシナレーン化合物が下記一般式（２）で表される化合物で
ある請求項１に記載の電子写真感光体。
一般式（２）
　　【化２】
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（一般式（２）中、Ｒ１は水素原子、置換基を有してもよいアルキル基または置換基を有
してもよいアリール基を示し、Ａｒは置換基を有してもよい芳香族炭化水素環基、置換基
を有してもよい複素環基、複数の芳香族炭化水素環が結合した基または複数の複素環が結
合した基を示す。）
　　【請求項３】　前記感光層が電荷発生材料としてフタロシアニン顔料またはアゾ顔料
を含有する請求項１または２に記載の電子写真感光体。
　　【請求項４】　前記フタロシアニン顔料がオキシチタニウムフタロシアニンである請
求項３に記載の電子写真感光体。
　　【請求項５】　前記フタロシアニン顔料がガリウムフタロシアニンである請求項３に
記載の電子写真感光体。
　　【請求項６】　前記ガリウムフタロシアニンがヒドロキシガリウムフタロシアニンで
ある請求項５に記載の電子写真感光体。
　　【請求項７】　前記感光層が電荷発生層及び電荷輸送層を有し、該電荷発生層が前記
一般式（１）で表されるレゾルシナレーン化合物を含有する請求項１～６のいずれかに記
載の電子写真感光体。
　　【請求項８】　請求項１～７のいずれかに記載の電子写真感光体と、帯電手段、現像
手段及びクリーニング手段からなる群より選ばれる少なくとも一つの手段とを一体に支持
し、電子写真装置本体に着脱自在であることを特徴とするプロセスカートリッジ。
　　【請求項９】　請求項１～７のいずれかに記載の電子写真感光体、帯電手段、露光手
段、現像手段及び転写手段を有することを特徴とする電子写真装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　　【００１２】
　　【課題を解決するための手段】
　本発明は、導電性支持体及び該導電性支持体上に形成された感光層を有する電子写真感
光体において、該感光層が下記一般式（１）で表されるレゾルシナレーン化合物を含有す
ることを特徴とする電子写真感光体である。
一般式（１）
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
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【化３】

（一般式（１）中、Ｒ１は水素原子、置換基を有してもよいアルキル基または置換基を有
してもよいアリール基を示し、Ｒ２は水素原子、置換基を有してもよいアルキル基、置換
基を有してもよいアリール基またはＡｒ－Ｎ＝Ｎ－基を示す（Ａｒは置換基を有してもよ
い芳香族炭化水素環基、置換基を有してもよい複素環基、複数の芳香族炭化水素環が結合
した基または複数の複素環が結合した基を示す。）。）
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また、本発明は、上記電子写真感光体と、帯電手段、現像手段及びクリーニング手段か
らなる群より選ばれる少なくとも一つの手段とを一体に支持し、電子写真装置本体に着脱
自在であることを特徴とするプロセスカートリッジである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】

【化４】

　一般式（１）中、Ｒ１は水素原子、置換基を有してもよいアルキル基または置換基を有
してもよいアリール基を示し、Ｒ２は水素原子、置換基を有してもよいアルキル基、置換
基を有してもよいアリール基またはＡｒ－Ｎ＝Ｎ－基を示す。Ａｒは置換基を有してもよ
い芳香族炭化水素環基、置換基を有してもよい複素環基、複数の芳香族炭化水素環が結合
した基または複数の複素環が結合した基を示す。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００２８】
　以下に得られた化合物の１Ｈ－ＮＭＲ及びＩＲのデータを示す。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
１Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣＬ３，４０℃）δ
　０．９１（ｔ，１２Ｈ）、１．３０（ｂｒｓ，６４Ｈ）、１．４１（ｂｒｓ，８Ｈ）、
２．２４（ｂｒｓ，８Ｈ）、４．３３（ｔ，４Ｈ）、６．１５（ｓ，４Ｈ）、７．２４（
ｓ，４Ｈ）、９．２７、９．３７、９．５５、９．６２（ｅａｃｈｂｒｓ，４Ｈ）
　ＩＲ（ＫＢｒ）　３５４８、３４９２、２９２４、２８５２、１６１８、１５０８、１
４６５、１４３２、１３０２、１１９６、１１６７、９０３、８３７ｃｍ－１

【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　また、図２に示す装置では、少なくとも感光体１、帯電手段２及び現像手段４を容器２
０に納めてプロセスカートリッジとし、このプロセスカートリッジを電子写真装置本体の
レールなどの案内手段１２を用いて着脱自在に構成している。クリーニング手段６は容器
２０内に配置しても配置しなくてもよい。
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